
市
は
、
市
民
記
念
植
樹
祭
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

自
身
や
家
族
の
慶
事
の
記
念
に
植
樹
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
４
月
１８
日
㈯
午
前
１１
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
公
園
花
見
山

対
象
＝
市
内
に
在
住
し
、
左
表
の
慶
事

に
該
当
す
る
人

植
樹
樹
木
＝
紅
梅
（
コ
ウ
バ
イ
）

定
員
＝
１２
組

多
数
の
場
合
は
、
３
月
２７
日
㈮
午
後
２

時
か
ら
市
役
所
３
０
５
会
議
室
で
抽
選
し

ま
す
。

参
加
費
＝
３
千
円

申
込
方
法
＝
施
設
管
理
課
に
あ
る
申
込

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
３
月
２
日
㈪
～
２０
日
㈮
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
施
設
管
理
課
（
☎

６４
・
１
３
４
２
）

市立幼稚園では、
子どもたちが「京
田辺っ子」らしく
伸び伸びと育つよ
う、特色ある教育

の充実を図っています。
草内幼稚園でも、玉露の茶摘み体験
や、社会人講師を招いての茶道の稽古
など、市特産のお茶を生かした教育を
行っています。
1月 22 日には、新春お茶会が行わ
れ、1年を通じてお点前を学んだ 5歳
児が、4歳児をおもてなし。お辞儀を
しながら「いただきます」と茶碗を両
手で包み込み、ゆっくりと口に運びま
した。初めて味わう抹茶が苦かったの
か、思わず声を上げる姿もあり、思い
思いに伝統文化を楽しみました。

昨年の様子

2 月 1日、コミュニティホールで、
産地・銘柄の異なる 5つのお茶を
飲み当てる「第 41回新春茶香服大
会」が行われました。参加者は五感
を研ぎ澄ませ、それぞれのお茶の色・
香り・味の特徴を覚え、見極めまし
た。
初めて参加した木津高等学校農業
科 3年生の渡邊祐希さんは「種類
を当てるのはかなり難しいが、飲み
当てたときの喜びは格別」と話して
くれました。

お
点
前
を
披
露
す
る
５
歳
児



市
は
、
障
害
者
基
本
計
画
（
第
３
期
）・
障

害
福
祉
計
画
（
第
４
期
）
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

両
計
画
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
の
施
策

の
進
め
方
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
示
す
も
の
で
す
。

対
象
＝
▼
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る

人
▼
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

人
資
料
閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役

所
障
害
福
祉
課
、
中
央
図
書
館
、
北
部
・
中
部

住
民
セ
ン
タ
ー
、
三
山
木
福
祉
会
館
、
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

ら
っ
と

応
募
方
法
＝
資
料
閲
覧
場
所
に
あ
る
募
集
用

紙
に
住
所
・
氏
名
・
意
見
を
書
い
て
、
持
参
・

郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

募
集
期
間
＝
２
月
１８
日
㈬
～
３
月
１７
日
㈫

（
必
着
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
障
害
福
祉
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎

６４
・
１
３
７
２
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スshogai@

kyotanabe.jp

）

市内の転居時は
届け出を忘れずに
居住地・世帯主などが変わったと
きは、届け出が必要です。届出対象・
期間＝▼市内で転居した人…転居日
から 14日以内▼他市町村へ転出し
た人…引っ越し予定日の 14日前か
ら受け付け▼世帯主を変更、世帯を
分離・合併した人…変更日から 14
日以内 届け出には顔写真付きの本
人確認書類（運転免許証・パスポー
トなど）の提示が、代理申請には委
任状が必要問市民年金課（☎ 64-
1330）

届いてますか
きょうと府民だより
京都府が発行する「きょうと府
民だより」は、毎月 1日～ 7日に、
家庭の郵便受けなどに直接配布して
います。届いていない人や、点字版・
文字拡大版・音声版を希望する人は
連絡してください問京都府広報課
（☎ 075-414-4074、 ＦＡＸ 075-414-
4075）

＜ 2＞＜ 3＞ 平成27年（2015年）2月15日
辺市田辺中央 1-1-5BIT ダイエイビ
ル 5階、☎ 68-1070、ＦＡＸ 68-1071）

視覚障がい者
ふれあいのつどい
3 月 8 日㈰ 13 時 30 分～ 16 時、
市商工会館 視覚に障がいのある人
や家族など 南部アイセンター（城
陽市）の開設について・日常生活用
具の紹介など 無料問障害福祉課
（☎ 64-1372）

献血にご協力を
3月9日㈪▼10時～11時30分、
三山木福祉会館▼ 13時 30 分～ 15
時 30 分、田辺区公民館問健康推進
課（☎ 64-1335）

視覚相談会
3 月 10 日㈫ 10 時 30 分～ 15 時
30 分、八幡市立福祉会館 視覚に
障がいのある人・見えにくい人や家
族 個別相談、日常生活用具の展示、
盲導犬・歩行訓練体験など 無料
個別相談は☎問障害福祉課（☎ 64-
1372）

文化財連続講座
3 月 14 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
30 分、禅定寺（宇治田原町） 現
地講座。テーマ＝禅定寺の建築と彫
刻 先着 50人 拝観料 500円が必
要 3月 7 日㈯までに☎問府立山
城郷土資料館（☎ 86-5199）

史跡探訪
3 月 8 日㈰ 9時、JR 京田辺駅西
口集合（15時ごろ解散）。小雨決行。
3 月 7 日㈯の予定でしたが 8 日㈰
に変更となりました コース＝旧田
辺町役場跡→天津神川堤防→棚倉孫
神社→甘南備寺→綴喜郡役場跡→馬
坂川旧道→たがわずの池→近鉄興戸
駅。昼食・水筒・雨具などを持参
300 円問文化協会（中央公民館内、
☎ 62-2552）

高等研創設30周年記念
フォーラム
3 月 12 日㈭ 13時～ 17時、けい
はんなプラザ（精華町） ▼基調講
演。講師＝作家・ジャーナリストの

活
動
場
所
＝
市
内
の
介
護
保
険

施
設
・
障
が
い
児
（
者
）
施
設
・

子
育
て
支
援
施
設

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
６０
歳

以
上
の
人

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
を
除
き
ま
す
。

内
容
＝
施
設
行
事
の
手
伝
い
、

話
し
相
手
、
趣
味
・
特
技
の
披
露

な
ど申

込
方
法
＝
事
前
講
習
会
に
参

加
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
事
前
講
習
会
】

日
に
ち
＝
３
月
１０
日
㈫

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
５
会
議
室

内
容
＝
活
動
の
進
め
方
、
認
知

症
高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
人
・

子
ど
も
へ
の
接
し
方
、
個
人
情
報

保
護
な
ど
に
つ
い
て

申
込
方
法
＝
来
庁
か
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

堤未果さん▼パネルディスカッショ
ン。テーマ＝人類・その超えるべき
課題の先の未来。コーディネーター
＝京都大学名誉教授・元総長の長尾
真さん 先着 1,000 人 無料問（公
財）国際高等研究所（☎ 73-4000）

普
賢
寺
小
学
校
は
、４
月
か
ら
、

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
学

校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

と
な
る
予
定
で
す
。

同
協
議
会
で
は
、
保
護
者
や
地

域
の
人
が
学
校
運
営
に
参
加
す
る

こ
と
で
、「
地
域
を
誇
れ
る
子
ど

も
」「
自
分
の
学
校
を
誇
れ
る
子

ど
も
」の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
み
な
さ
ん
の

声
を
学
校
運
営
に
反
映
す
る
た

め
、
同
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

ま
た
、
同
協
議
会
を
親
し
み
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
愛
称
も

併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

【
委
員
募
集
】

対
象
＝
４
月
１
日
現
在
、
市
内

に
在
住
す
る
２０
歳
以
上
の
人

任
期
＝
２
年
間
。
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
１
人

【
愛
称
募
集
】

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
人

募
集
内
容
＝
同
協
議
会
に
親
し

み
や
愛
着
が
持
て
る
愛
称

表
彰
＝
１
点

【
応
募
方
法
】

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

普
賢
寺
小
学
校
・
学
校
教
育
課
に

あ
る
申
込
書
を
書
い
て
、
郵
送
・

℻
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い

委
員
に
応
募
す
る
人
は
、「
地

域
を
誇
れ
る
子
ど
も
・
自
分
の
学

校
を
誇
れ
る
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文
（
８
０
０
字
程
度
）

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

【
し
め
き
り
】

３
月
５
日
㈭

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

普

賢

寺

小

学

校

（
〒
６
１
０
・
０
３
２
３
京
田

辺
市
水
取
門
田
６
・
１
、
☎

６５
・
０
０
５
３
、

℻
６５
・
５
３
８
５
）

けいはんな学研都市活性化促進
協議会とけいはんなプラザ・プチ
コンサート実行委員会は、若手音
楽家がフレッシュで華やかな演奏
を披露する「けいはんなプラザ・
プチコンサート in 京田辺」を開き
ます。
どなたでも自由に鑑賞できます

ので、気軽にお越しください。
日にち＝ 3月 14 日㈯
時間＝午後 2時～ 3時 45 分（開

場は午後 1時 30 分）
場所＝市商工会館キララホール
駐車場には限りがありますので、

公共交通機関でお越しください。

出演・曲目＝▼大西真衣・仲内
咲樹（ピアノ連弾）…組曲「くる
み割り人形」より花のワルツ（チャ
イコフスキー）など▼大依紘子・
矢野瞳・辻翔太郎（マリンバ&パー
カッション）…弦楽セレナーデ
（チャイコフスキー）など
曲目は変更する場合がありま

す。
定員＝ 180 人
入場料＝無料
問合せ先＝けいはんなプラザ・

プチコンサート実行委員会事務局
（（公財）関西文化学術研究都市推進
機構内、☎ 95-5105）

全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り
政
策
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺
実
行
委
員
会

は
、「
第
９
回
全
国
大
学
ま
ち
づ

く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田

辺
」
を
開
き
ま
す
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
全
国
の

大
学
生
・
大
学
院
生
が
チ
ー
ム
を

結
成
し
、
本
市
を
調
査
・
研
究
し

て
、
学
生
ら
し
い
自
由
な
発
想
で

考
え
た
政
策
を
発
表
し
ま
す
。

２
月
２７
日
㈮
～
３
月
１
日
㈰
の

３
日
間
、
学
生
が
市
内
で
資
料
収

集
や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
い

ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
３
月
１
日
の
政
策
提
言

発
表
会
で
は
、
審
査
員
に
よ
る
審

査
の
ほ
か
、
会
場
の
み
な
さ
ん
も

投
票
で
き
ま
す
。
学
生
の
独
創
性

あ
ふ
れ
る
政
策
提
言
に
耳
を
傾
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
＝
３
月
１
日
㈰

内
容
・
時
間
＝
▼
政
策
提
言
発

表
会
…
午
前
９
時
３０
分
か
ら
▼
審

査
発
表
・
表
彰
式
…
午
後
３
時
３０

分
か
ら

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ

ャ
ン
パ
ス
ロ
ー
ム
記
念
館

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
全
国
大
学
ま
ち
づ

く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺

実
行
委
員
会
（
市
民
参
画
課
内
、

☎
６４
・
１
３
１
４
）

市
は
、
市
民
活
動
団
体
の
予
算
・
決
算

資
料
作
成
の
こ
つ
や
、
事
業
計
画
策
定
の

参
考
と
な
る
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
、
市
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
ま
す
。

市
民
活
動
を
し
て
い
る
人
や
、
こ
れ
か

ら
活
動
し
よ
う
と
す
る
人
に
役
立
つ
情
報

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日
に
ち
＝
３
月
１４
日
㈯

時
間
＝
午
前
１０
時
～
正
午

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
１８
歳
以
上
の
人

講
師
＝
京
都
市
市
民
活
動
総
合
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
森
本
純
代
さ
ん

受
講
料=

無
料

定
員
＝
４０
人

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法=

往
復
は
が
き
の
往
信
用
に

「
市
民
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
参
加

希
望
」・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
・
子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
（
保
育

を
希
望
す
る
人
の
み
）
を
、
返
信
用
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
ま
で
。

し
め
き
り=

３
月
６
日
㈮
（
必
着
）

申
込･

問
合
せ
先=

市
民
参
画
課
（
〒

６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎

６４
・
１
３
１
４
）

日にち＝ 2月 25 日㈬
時間＝午後 1時・3時・4時 30 分・6時
場所＝キララ商店街（近鉄新田辺駅東側）
内容＝同志社大学生の劇団による自主製
作映画「まるさんかくしかく」を上映
個性の違う 3人の大学生が出会い、ぶつ
かり合いながら、考え方が変化していく様
子を描く短編映画です。上映後は、製作し
た学生との交流会もあります。
定員＝各回 20 人
問合せ先＝劇団コロッケロッカー・都築

（☎ 080-5313-5031、メールアドレス korokkelocker@gmail.com）

スリーA方式
認知症予防教室
3 月 25 日㈬ 13 時 30 分～ 15 時
30 分、老人福祉センター宝生苑
市内に在住する 65歳以上の人 「Ａ
（あかるく）A（あたまを使って）A（あ
きらめない）」のスリーA方式脳活
性化ゲームで認知症予防。講師＝
NPO法人認知症予防ネットの福井
恵子さん 先着 25 人 2 月 23 日
㈪～ 3月 16日㈪（土・日曜日を除く）
に来所・☎問地域包括支援センター
あんあん宝生苑（☎ 68-0705）

自殺予防対策講演会
3月 14日㈯13時 30分～15時、
社会福祉センター テーマ＝子ども
のメンタルヘルス　豊かなこころを
はぐくむために私たちができる支援
とは。講師＝臨床心理士の岩井秀世
さん 3月 9日㈪までに☎・ＦＡＸ・は
がきで氏名・住所・年齢を連絡。手
話通訳・要約筆記の希望者は 2月
27 日㈮まで問障害者生活支援セン
ターふらっと（〒 610-0334 京田

「青空」教育講演会
2 月 21 日㈯ 18時 30分から、相
楽会館（木津川市） テーマ＝ネグ
レクト・虐待・貧困の中の子どもた
ち。講師＝フリーランスライターの
杉山春さん問京都南部少年・少女自
立支援の会「青空」・佐々木（☎
080-2502-5159）

普通救命講習
2 月 22 日㈰ 9 時～ 12 時、中央
公民館 AED（自動体外式除細動
器）を用いた心肺蘇生の講習。一定
レベル以上の技術を習得した人には
修了証を発行 15人 無料 前日
までに☎問▼消防署（☎ 63-1125）
▼消防署北部分署（☎ 65-0119）

市民ねっと楽学塾
2月 24日㈫10時～11時 30分、
社会福祉センター テーマ＝まさか
の大規模災害に備えて！。講師＝市
職員 先着 50人 無料問まちづく
り市民ねっと京田辺▼河内（☎
090-6753-2988）▼吉村（☎ 090-
5974-4353）

京田辺市観光研修会
3 月 4 日㈬ 13 時 30 分～ 15 時、
中央公民館 テーマ＝三山木廃寺と
五大明王。講師＝府立山城郷土資料
館資料課長の田中淳一郎さん 無料
住所・氏名・☎・参加人数を☎問
京田辺市観光案内所（☎ 68-2810）

親子でベビーマッサージ
3 月 11 日㈬ 10 時 30 分～ 11 時
30 分、南山こどもセンター 2カ
月～ 1歳の子どもと保護者 先着
15 組 3 月 4 日㈬ 10 時以降に来
所・☎問南山こどもセンター（☎
62-4458）

春休み幼児・小学生
短期水泳教室
3月 26日㈭・27日㈮・30日㈪・
31日㈫、4月 2日㈭・3日㈮ 12時
30分～ 13時 30分、田辺公園プー
ル 市内に在住・通学（園）する幼
児（H22.4.1 生）～小学生 泳力ご
との指導 抽選で 50人。抽選は 3
月 2日㈪ 11時から 5,150 円 来
館・ ・往復はがきで 2月 16日㈪
～ 27日㈮に申し込み。来館の場合
ははがきを持参問田辺公園プール
（〒 610-0331 京田辺市田辺丸山 8、
☎ 65-3113、 pool@kyotanabe.
jp）

市民活動

コミュニティ・スクールとは？

市
は
、
福
祉
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
す
る
と
、
活
動
実
績
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
。
た
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
年
間

５
千
円
を
上
限
に
換
金
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
じ
て
生
き
が
い
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課
（
☎

６４
・
１
３
７
３
）
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▼ 3 月 14 日㈯…黄泉がえり▼ 28 日㈯
…アイ・アム・サム
いずれも午前 10 時 30 分から。

『
解
決
！
大
人
の
髪
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
』　細

川
ひ
ろ
子
／
著

講
談
社
／
発
行

あ
な
た
は
、
う
つ
む
い
た
姿

勢
で
シ
ャ
ン
プ
ー
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
そ
れ
で
は
、
洗
い
残

し
や
顔
・
首
の
シ
ワ
、
た
る
み

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
実
は
少

し
あ
ご
を
上
げ
た
方
が
理
想
的

な
姿
勢
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

同
書
は
、「
シ
ャ
ン
プ
ー
は

何
を
基
準
に
選
ぶ
か
？
」「
冬

に
起
こ
る
髪
の
静
電
気
対
策

は
？
」
と
い
っ
た
疑
問
や
ト
ラ

ブ
ル
の
予
防
・
改
善
方
法
が
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
書
か
れ
て
お

り
、
髪
の
悩
み
を
抱
え
る
女
性

も
男
性
も
学
べ
る
一
冊
で
す
。

ヘ
ア
ケ
ア
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
健
や
か
な
若
々
し
い

髪
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
。

図書館だより ☎65-2500

平和都市推進協議
会は、京田辺市非核
平和都市宣言にちな
んで、戦争の悲惨さ
と平和や生命の尊さ
を子どもたちに伝え
るため、こども平和
映画会を開きます。
【日にち】
3月 14 日㈯
【時間】
午前 10 時から
開場は午前 9時 30 分です。
【場所】
中央公民館
【内容】
「原爆の子」
太平洋戦争の末に広島で起きた悲劇を伝
え、今を生きている私たちが何をしなくて
はならないかを実写とアニメーションで訴
える、平和と人権を守る作品
【参加費】
無料
【申し込み】
不要
【問合せ先】
京田辺市平和都市推進協議会（総務室内、
☎ 64-1337）

と
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
の
事
業
の

一
環
で
、「
ふ
く
し
ま
か
ら
は
じ
め

よ
う
大
使
」
に
任
命
さ
れ
た
６
年
生

の
落
合
勇
斗
く
ん
・
清
野
花
香
さ
ん

と
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
み

ん
べ
ぇ
」
が
、
石
井
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
央
公
民
館
な
ど
で
開

く
「
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ
」
で
、

田
辺
少
年
少
女
合
唱
団
コ
ス
モ
ス
と

復
興
支
援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
を

合
唱
（=

写
真
）。

ま
た
、キ
ラ
ラ
商
店
街
の
協
力
で
、

培
良
中
学
校
の
生
徒
た
ち
と
一
緒
に

福
島
県
産
の
米
で
餅
つ
き
な
ど
を
し

て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

※
福
島
県
産
の
米
は
震
災
後
か
ら

全
量
・
全
袋
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
２６
年
産
の
す
べ
て
の
米
か
ら
放

射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

１
月
３１
日
、
福
島
県
喜
多
方
市
の

訪
問
団
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
４

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
被
災
地

の
現
状
と
喜
多
方
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
に
京
田
辺
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

福
島
県
に
よ
る
震
災
の
風
化
防
止

「ふくしまから　はじめよう」を応援

２
月
３
日
の
節
分
は
、「
季
〈
節
〉

を
〈
分
〉
け
る
」
と
書
き
、
寒
い
冬
が
終
わ
る

日
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、季
節
の
変
わ
り
目
は
、

邪
気
が
入
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
、
そ
の
邪

気
（
鬼
）
を
払
い
、
福
を
呼
び
込
む
た
め
豆
ま

き
が
行
わ
れ
ま
す
。

三
山
木
幼
稚
園
で
も
、
豆
を
ま
い
て
「
鬼
は

外
！
」。
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
に
誘
わ
れ

て
、
笑
顔
の
福
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

石井市長は「震災のときのことは鮮明に覚えていま
す。これを機会に、復興への新たな絆ができれば」と
歓迎。落合くんと清野さん（左から 2人目・3人目）は、
「喜多方市では観光に来てくれる人が減っています。も
っと喜多方市の良さを知ってもらい、たくさんの人に
福島県へ来てほしい」と話していました。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

簡
単
ア
ク
セ
ス

中央図書館は、みなさんから寄贈いただ
いた本や古くなった雑誌などを無料で提供
する、図書館リサイクル広場を開きます。
【日時】
▼ 3月 7日㈯午前 8時～正午
▼ 3月 8日㈰午前 10 時～午後 5時
▼ 3 月 10 日㈫・11 日㈬午前 10 時～午
後 6時
【場所】
中央図書館
混雑が予想されますので、車での来館は
控えてください。
【参加方法】
事前申し込みは不要です。3月 7 日は 1
人 30 冊以内で、この日に限り車以外での
来館者には一時預かりを行います。
入場は貸出券が 1 人 1 枚必要で、再入
場はできません。詳しくは、館内のポス
ター・チラシをご覧ください。
【問合せ先】
▼中央図書館（☎ 65-2500）▼北部分室

（☎ 63-0499）▼中部分室（☎ 64-8833）

平
成
２３
年
３
月
１１
日
午
後
２
時
４６
分
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
未
曾
有
の
被
害
が
発
生
し
、

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
今
も
な
お
行
方
不
明

者
が
お
ら
れ
ま
す
。

市
は
、「
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
」

こ
と
が
、
防
災
意
識
向
上
へ
の
第
一
歩
と
考
え

て
い
ま
す
。
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
備
え
で
被
害
を
最
小
限
に

で
き
ま
す
。
非
常
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取

る
か
、家
族
で
確
認
し
合
う
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

【
３
・
１１
に
防
災
メ
ー
ル
送
信
訓
練
】

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
刻
に
合
わ
せ
、
市

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
送
信
訓
練
を
行
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
す
る
な
ど

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
者
で
電
子
メ
ー

ル
が
届
か
な
い
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。　

配
信
日
時
＝
３
月
１１
日
㈬
午
後
２
時
４６
分

【
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
を
】

市
防
災
情
報
メ
ー
ル
は
、
震
度
４
以
上
の
地

震
や
気
象
警
報
な
ど
の
防
災
情
報
を
電
子
メ
ー

ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

登
録
は
、
携
帯
電
話
か
ら
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://panasender.jyouhou-station.

jp/Kyota-M
ain/mobile/main.html

。

パ

ソ
コ
ン
はhttp://panasender.jyouhou-

station.jp/Kyota-Main/

）
に
ア
ク
セ
ス
し
、

画
面
に
従
っ
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
（
☎
６４
・
１
３
０
７
）
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